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ご留意事項
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 本資料は、株式会社ネオジャパンの業界動向及び事業内容について、株式会社
ネオジャパンによる現時点における予定、推定、見込み又は予想に基づいた将
来展望についても言及しております。

 これらの将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在しま
す。
既に知られたもしくは未だに知られていないリスク、不確実性その他の要因
が、将来の展望に関する表明に含まれる内容と異なる結果を引き起こす可能性
がございます。

 株式会社ネオジャパンの実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記
載されている将来展望と異なる場合がございます。

 本資料における将来展望に関する表明は、2017年9月22日現在において利用可
能な情報に基づいて株式会社ネオジャパンによりなされたものであり、将来の
出来事や状況を反映して、将来展望に関するいかなる表明の記載も更新し、変
更するものではございません。
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ネオジャパンとは？1



会社及び事業概要
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会社概要

会 社 名 株式会社ネオジャパン

設 立 1992年2月29日

資 本 金 2億8,121万円

代 表 者 代表取締役社長：齋藤晶議

従 業 員 数 104名（2017/7月末）

事業概要

本社 ：横浜
営業所：１拠点（大阪）

「desknet’s NEO」を中心とした
「グループウェア」の開発・販売

売上高

2,116百万円
（2017/1期）

技術開発
39百万円

1.9%

クラウドサービス
1,083百万円

51.2%

993百万円
46.9%

収益形態

プロダクト



主要製品：desknet’ NEOとは？

 25の機能で企業内の全ての情報を一元管理し、効率的に共有可能

 HTML5対応、PC・スマホ・タブレットのマルチデバイス対応

ToDo 回覧･レポートポータル スケジュール 設備予約 ウェブメール ワークフロー 安否確認 伝言・所在

電子会議室 購買予約インフォメーション 文書管理 アドレス帳 メモパッド キャビネット 備品管理 来訪者管理

タイムカード 仮払精算 プロジェクト管理 アンケート 利用者名簿 議事録 ネオツイ
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主要製品：desknet’ NEOとは？

 販売累計ユーザー数：360万ユーザー

 顧客満足度調査 3年連続第1位
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360万
ユーザー



導入企業・団体の一例
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製造 サービス 流通・小売 建築・不動産

官公庁

学校・教育機関

医療・福祉

広告・出版

情報・通信

交通・運輸

金融・商社

 業種、業態、規模を問わず、あらゆる企業・団体様にご利用いた
だいております



導入実績:公的機関
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 特に公的機関のお客様のご利用が多く、ニーズを標準機能として
反映し続けた結果、930超の機関にご利用いただいています



当年度のトピックス２



「AppSuite」リリース
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 7月13日に新製品「AppSuite」を発表

現場の「あったらいいな」を叶える、カスタムメイド型

社内システム構築ツール

Ex.) desknet’s NEOのポータルページで、リアルタイムに売上

情報を可視化・効率的な分析を行うことが可能に



自社イベント開催
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 7月13日に自社イベント（自社製品体験ブース展示、スペシャル
トークセッション）を開催し、約700名が来場

自社製品体験ブース スペシャルトークセッション

海洋冒険家・白石康次郎氏

アルピニスト・野口健氏

「海vs山 冒険家はいかに困難を突破してきたのか」

～人々に夢と希望を与えるリーダーシップとは～



３年連続顧客満足度No1
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 全項目平均以上、4つの項目で満足度No1を獲得した結果、３年
連続顧客満足度No1を獲得
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顧客満足度評価 お客様からの声

b

利用を始めてからサーバートラブルなど
一度もありません

a

リース業 業務部 ご担当者様

他のシステムは、導入支援して頂くこと
がほとんどなのですが、desknet‘s
NEOは自分で全て構築できました。

b

サポートがとても充実していて、つなが
りやすく解決が速いのは担当者として高
く評価できる

c

専門商社 管理部 ご担当者様

運送業 情報システム課 課長様

a

No.1
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No.1
信頼性

No.1
運用性

No.1
サポート

性能

機能
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株主還元策の拡充
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 従来通り配当性向10％の配当を予定しております
 7月31日より、新たに株主優待を導入しております

株式分割 分割後の株主還元

分割割合
１株を２株に分割

基準日
公告日

平成29年6月15日

分割割合
平成29年6月30日

効力
発生日

平成29年6月30日

配当
配当性向10％を目安に配当

株主優待
分割後100株保有者に年２回、QUO
カード（1,000円）を贈呈

yokohama～橋の見える場所～



2018年１月期
２Ｑ決算実績

３



2Q業績ハイライト
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クラウド売上が前年比16.5％増、売上合計は9.6％増
営業利益は前年比42.7%増、四半期純利益は34.7%増

当2Q累計実績 増減比項目（単位：万円、%）

※１ ユーザー数は前期1月末の数値を記載

前2Q累計実績（※1）

売上高

営業利益

四半期純利益

クラウド

プロダクト

技術開発

金額

率

金額

率

60,360

合計 112,781

1,275

51,145

25,000

22.2

18,284

16.2

51,825

102,915

2,547

48,541

17,514

17.0

13,573

13.2

＋16.5

＋5.4

▲49.9

＋9.6

＋42.7

＋34.7

＋5.2pt

＋3.0pt

ユーザー数
PKG累積

自社クラウド

328万人 319万人 ＋9万人

18万人 16万人 ＋2万人



売上推移
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年間平均10.7%で成長しており、当第2四半期は第2四半期ベース
で過去最高売上となった
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注：当社は2015年11月にマザーズ市場に上場したため、2014年１月期及び2015年１月期数値は監査法人による金融商品取引法監査を
受けておりません。

（万円） 112,781

CAGR:10.7%



収益形態別売上高
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主力製品のユーザー数増により、クラウド売上は順調に増加
大規模ユーザー向け製品販売数増により、プロダクト売上も増加
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（万円）

112,781

102,915

＋8,534

＋2,603

▲1,272

技術開発売上

• 前年同四半期49.9%減少
• 2Qにおいては、受託開発案件を行っ

ていないことによる

プロダクト売上

• 前年同四半期5.4%増加
• 大規模ユーザー向け製品販売数の増加
• サポートサービス対象ユーザー数が増

加したことによる

クラウド売上

• 前年同四半期16.5%増
• 主に、desknet’s NEOクラウド版の

利用ユーザー数が順調に増加したこと
による

＋9,866



累積ユーザー数推移
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年間平均5.9%で成長しており、当第２四半期での累積ユーザー数
は362万人となった
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注：パッケージライセンスは過去からの販売ユーザー数を積み上げたもので実利用ユーザー数ではありません。



クラウドユーザー数推移
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市場ニーズの拡大により、年間平均40.5%と急成長
当第2四半期のユーザー数は18万人となった
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営業利益推移
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営業利益は、第2四半期累計ベースでは過去最高である
25,000万円となった
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営業利益増減
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売上増、売上原価減により売上総利益は16,590万円増加
販管費増により営業利益は7,485万円の増加となった

17,514

＋9,866
（P19)

＋6,724
▲9,104

25,000

＋7,485
（＋42.7%）

売上総利益
＋16,590

売上増加

売上原価減少
販管費増加

（万円）



売上原価の増減
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主にdesknet’s NEO V3、3.5の償却完了により、ソフトウェア
償却費が5,556万円減少し、売上原価も6,724万円減少

31,362

▲5,556
＋1,457 ▲2,626

24,638

▲6,724
（▲21.4%）

ソフトウェア
償却費減少

データセンター
利用料増加

その他増減

（万円）



販管費の増減
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自社イベントの開催等により、広告宣伝費が4,839万円増加
定期採用、昇給により人件費が2,253万円増加

54,037

＋4,839

＋2,253

＋2,012

63,142

＋9,104
（＋16.8%）

広告宣伝、
販促費増加

人件費増加

その他増減

（万円）



2018年1月期
業績見通し

４



通期業績見通し
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２Ｑ業績は上方修正をしたものの、今後の原価増、販管費増を踏
まえ、通期業績の見通しに変更なし

2017年１月期

累計実績項目（単位：万円、%）

売上高

営業利益

当期（四半
期）純利益

クラウド

プロダクト

技術開発

金額

率

金額

率

108,387

合計 211,687

3,943

99,356

39,184

18.5

29,663

14.0

60,360

112,781

1,275

51,145

25,000

22.2

18,284

16.2

＋16.1

＋1.7

▲20.1

＋8.7

＋10.3

＋1.9

＋0.3pt

▲0.9pt

2Q累計実績

2018年１月期

通期見通し 前期比

125,882

230,033

3,151

100,999

43,225

18.8

30,241

13.1



特記事項5



東証1部市場への変更
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 当社は、東証１部市場変更を行うための準備を進めています
 本日15時に開示いたしました通り、下記の株式分売を行います

株式分売概要

50,000株
分売数

100株
買付限度

社会的な認知度や信用力を高め、

企業価値向上を図るため、東証一

部への市場変更申請を進めてお

り、形式基準の充足を図るため

目的

平成29年10月10日（火）

～平成29年10月13日（金）

分売予定
期間
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リアルなITコミュニケーションで

豊かな社会形成に貢献する


